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目的 乳房外 Paget 病の治療成績を解析する 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究 
セッティング MD アンダーソン癌センター 
対象者 65 例に乳房外 Paget 病患者 

男性 13 例、女性 53 例 
平均年齢 66 歳（38～91） 
部位：会陰部 47 例、肛門周囲 11 例、陰嚢 7 例 
病理組織：Paget 病のみ 43 例、浸潤性腺癌の成分あり 22 例 
腫瘍径：4 cm 未満 8 例、4 cm 以上 31 例、他不明 

対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （3） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （3） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （14） 

介入（要因曝露） Group 1（Paget 病のみ） 
 38 例：手術単独療法 

3 例：放射線療法単独 
2 例：切除＋放射線療法 

Group 2（腺癌成分あり） 
 9 例：手術単独 
 5 例：手術＋放射線療法 
 4 例：放射線療法単独 
放射線療法：40-60 Gy 
化学療法は 4 例に施行 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 
1 局所制御 1.主要 2.副次 3.その他（3） 
2 生存率 1.主要 2.副次 3.その他（3） 
3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

一次研究の 8 項目 

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）



主な結果 

30例のPaget病成分のみの症例で切除単独治療を受けた症例の局所

再発率：40％。初期治療として治療された Paget 病成分のみの症例

で本疾患による死亡例なし。3 例の根治的放射線療法(56 Gy)投与例

はすべて制御。腺癌成分を有する症例の手術単独治療での局所再発

率は 75％。3 例の手術＋放射線療法で治療された症例はすべて制御。

結論 

合併症などのために手術ができない症例では 50 Gy 以上を投与すべ

き。手術単独では局所再発しやすい症例では術後放射線療法として

55 Gy 以上を投与すべきである。 
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